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度をつ くるのでも二十年ほどかかってしまいましたけれども、実際やるというのは、私の体

験にもございますが、言 うのとやるのとは 1万倍も100万倍も労力が違 うわけですから、こ

れからやるというのが皆さんの肩にのしかかってきた、これが現在の実態ではないかと思い

ます。作 った人の方はこれでやれるはずだと思っているでしょうけれども、やる方はなかな

かそう簡単にいくかどうかわかりません。 しか しそのためこういう立派な農地活用支援セン

ターもできましたし、立派なマニュアル等もできて、私から言 うと非常に丁寧に、よくよく

ここまで面倒をみてやっているものだなというぐらいの感 じでいろいろなものが整備されて

いるように思います。

この都市計画法以前から言 うと、農地改革の時かもしれません。日本の場合には特に戦後、

これも特に高度成長期に、世界にはないぐらいの急激な都市化を遂げできたという結果、物

理的にいえば都市と農地が非常に混乱 してしまった。先進国はどこでも都市化をしているわ

けで、都市と農村をあわせて制度としてなんとかうまくしようというのが実は都市計画法で

あったはずなんですが、日本ではタテワリで十分その役割を果たしてなかった。だか らそれ

をいまもう少 しはっきりさせようとする動きが1968年の法改正となり、さらに、このときの

立法がいささか不十分であったということだと思います。

私はその当時 (昭和43年)、 ちょうど横浜市に民間から入ったところでございまして、こ

の計画法の改正等について国会へ行きまして、衆議院の審査の中で意見を述べたこともござ

います。こういうその後おきそうな問題も指摘 しておりましたが、十分に立法の中で処理さ

れていないんです。あるいは行政措置の中でされていない。だから国のほうのいろんな制度

は、二十数年来の国のほうの宿題なんです。やっと制度の片を付けたということで、事態が

それですべて解決 したということにはなっていないように思います。

私はそのときに横浜市でこの線引きというのにあたったわけです。私は線引きにあたるに

ついて、この都市計画法の改正で市街化区域、市街化調整区域ができたのは、日本の都市計

画制度の中で土地利用に関する計画制度としては、おそらく一番画期的な制度だと思います。

もちろんいま申し上げたとおり、ものすごく不十分な点があるんですけれども、 しかし何 も

なかった時代に比べるとこれは大変な画期的な事件であった。

なぜ画期的かというと、欧米の都市ではこれは当たり前のことなんですが、土地利用の中

でいつの間にか土地が宅地化するということは、実際には非常に特殊な条件以外ではあり得

ない。土地は土地、土地が宅地になるというのは、いろんな操作を経て、手続的な問題だけ

ではなくて、物理的にも市民的にも社会的にも、それが受け入れられてある形になって宅地

になるわけです。

ところが日本は土地イコール宅地で、土地があれば宅地だと思っている。普通の土地の中

にはもちろん農地も山林 もあります。そういう土地一般がある日突然として宅地になってし

まう。そういうことが平気で行われているという国は、先進国の中では実は大変に珍 しい国

だったわけで、当然ここに土地利用計画、あるいは土地利用に関する制度があるというのは

当たり前なんです。ですから土地が宅地になる場合には一定の手続なリー定の条件なりとい

うものがないと土地は宅地に変化 しないんでサ。

実際に横浜ではさまざまな問題が起きました。崖崩れから始まって溢水から、ありとあら

ゆる問題が起きました。これは宅地側にとっても非常に困ることなんですが、農地側にと
つ
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も、20ヘ クタールという数字を変えるというのは容易ではありません。 しかし私は、 7ヘ ク

タールまで穴あけをいたしました。これは、その当時ほかはどこもありません。その結果、

線引きのときにかなりはっきりした原案を作りまして、あと議員さんなどからの要望もあり、

妥協的にいろいろ入れていきましたが、それでも原案は相当に強いものを作りました。土地

利用計画というものは、そこに宅地があって一歩先が農地、牧場、森になっていてもいいも

のです。

ヨーロッパの街というのは画然としていて、一歩出れば道路の脇にもなんにもありません。

そして向こうにまた森が見えてくる。森のところに尖塔が建っている。そうすると森の向こ

うに街が見えてくる。これが土地利用計画なんです。

線引きなどでは、よく地形地物ははっきりしたところで区切るため道路で決めるという場

合がありますが、道路の反対側だけが市街化区域で、片方が調整区域はおかしいという議論

がよく出ます。道路から100メ ー トルとか50メ ー トルという決め方にしているという理屈は

本当は曖味で、やはり土地利用計画は誰が見てもすぐわかる。市民の日で見てわかる。ああ

そうなっているのかということを考えなければいけない。

名古屋市と横浜市を比べてみますと、名古屋市の市街化区域内農地というのは現在のとこ

ろ2083ヘ クタールあり、横浜市は私の考え方では本当はゼロのはずなんですが、1500ヘ クタ

ールあります。ただし横浜市のほうが面積が広いですし、その中で市街化農地は、名古屋の

ほうがその当時は市街化が非常に進んでおりましたが、結局名古屋のほうが市街化農地を横

浜よりたくさん取り込んだということに結果としてはなっております。

制度的欠陥というのは、このときに「 20」 なんていう数字をつけないでやれば、私は市街

区域内農地の問題は横浜に限って言うと、まずないといっていいぐらいの線を引きましたし、

そういう前提での話をしていました。国の通達は、都市によつて条件が違い一律にはいかな

いのでその都市がどういうポリシーを持つかが私は重要なことだと思っております。

その当時 (1968年、今から25年前)「近郊農業」という言葉はありましたが「都市農業」

という言葉はなく、これは横浜市の創設なんです。都市農業というのは、簡単にいえば都市

の中に農地があって農業を営んでいてもいいという感 じです。近郊農業は、だんだん都市が

拡大してくれば周りに近郊がある。ところがまた宅地化してしまう。また押 し出される。そ

うじゃなくて都市の真ん中にあつたつていいじゃないかというのが都市農業という考え方で

す。

ところがこの言葉は、大変に反対を受けました。何が反対かというと、農業側からも反対

なんです。そんな市街化している中のちっぽけな農地なんか問題じゃないじゃないか。そん

なもの農業として成り立たないから、その当時は八郎潟の干拓地とかそういうものをやって

いましたから、ああいう大規模なやつこそ農業あるいは農地であって、そんな都市の中のも

のは問題にならんということで農水省からも問題にされませんでした。

それから都市計画の側からいきましても、そんなところに残っているのはみっともないの

で、つぶしてしまうか、宅地化に全部してしまう、ということが望ましいことかという
のが

その当時の都市計画の学者 (行政ももちろんそうですが)も含めての意見だったんです。横

浜市はそうではなく、はっきりそこを位置づけて公園などが急にできるわけでもな
いし、都

市の中にはオープンスペースが必要であることを主張したのです。
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市農業の土地 も積極的につくりました。
それからだいぶたちましてから、実はいま問題

にな

っている皆さんご承知の生産緑地法は1974年 (昭和
49年 )に できています。都市農業をやっ

たのは昭和45年 です。これが実態的にある程度姿
を現 してきたので、国のほうもなんとかし

なければいけないというので、この生産緑地法
というものをつくったんです。

しかしこれも制度上にいろんな問題があ
つた。私は実はあまり使いませんでした。

でもと

にかくそこまで追い付いてきて、生産緑地ある
いは都市の中の農業というものを認

めなかっ

た人たちが制度的には認めようという意義 |ま大変
に大きかつた。制度的な問題はあるとし

ま

しても、考え方としてそういうことも考え
の中に入っていなかったわけです。

その考え方 も街のつ くり方においてはい
い点もあります。たとえば

パ リの真ん中に行きま

すと、まずモンマル トルの丘に上 りますが、
その脇にいまでも葡萄畑があります。ある

いは

ドイッのシュトウットガル トはシュヴアル
ツバル ト (黒 い森)の真っ只中にある街です。こ

の街のど真ん中のところに葡萄畑があり
ことを、私は都市計画担当に聞きました。彼

は沿々

として、気象条件はどうするか、真ん中
のところに農地があることが必要であると

いうよう

なことを言 っていました。本当かどうかわかり
ませんけれども、いきなり都市計画

の話で気

象学者が出てきました。気象学者が都市計画
をやっているんです。そうするとこ

こは農地で

なければいかん。少なくとも建物を建てては
いかんというんです。 ドイツ人はわりあい理屈

がうるさいですが、とにかくあることはある
んです。そのほかご承知のクラインガ

ルテン

(小 さな庭)も 都市の中にもたくさんあります。
べつに制度とかなんとかでなくて、西欧

の

街へ行 くと、石と煉瓦で出来ていて、
なにか堅い街的なものばかりのように見えますけ

れど

も、昔からとっているところはとつて
いるんです。 しかも、コンパク トに庭 も設け、

日本人

より庭好きでしよう。また、私はイギリ
スにしばらくいたんですが、イギリスでは

ガー ドナ

ー (庭師)が 2000万人いるといわれています。休みの日でも休
みの日でなくても、庭の手入

れを実によくやつています。

まちづ くりは、いろいろなものを総合的にや
らなければいけないということと、農地

や緑

地も含めて都市の中に位置づけなければ
いけない。何省がどうかというのはとも

かく置いて

おいて、実態上それを位置づければいいんです。

そこで、今回の市街化農家の街づ くりを見ます
と、市街化農地の街づ くりは私達が考

えた

時代と比べ、農地として残すためには生産緑
地制度が数年前からできています し、宅

地化す

るほうについても実に至れり尽 くせりと
いいますか、そういう対策はできています。今

日、

これだけのものが整備されているんですから皆さ
ん方はやろうと思えば、かなりなん

でもや

れるという手段を持っているんです。中身を見
ても都市基盤の整備ができるように、

しかも

制度的にも、農業との共存もうたわれて
います。

そのほか高度利用もできますとか、地区計画
という制度もあります。あるいは税制に

つい

ても、ずいぶん至れり尽 くせりで出来て
います。皆さん方もご研究で しようけれ

ども、固定

資産税から不動産取得税から相続税、
こういうものに至るまでみんな税制

の特典が与えられ

ている。あるいはさらにそこに賃貸住宅を建
てようとなると、これまた大いに利益を与

えて

やりやす くしている、税制の問題もある、低利資
金の問題もある。あるいは経営を安定

させ

るために一括 して引き受けて経営 してあげ
てもいいですよとか、もう本当におん

ぶにだつこ

というぐらいに、制度としてはものすごく出来
ていると思います。そのほかにいろん

な支援
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まうかといえば、隣に東京がいるから横浜が実力がなくても人口だけは増えていく。

農民の中では農業を続けたいという人もおりますが、切り売りしたい人 もあります。でも

片や農業をしたいという人は、親から代々受け継いだものなんだから、この際、なにかにし

ないで しばらく頑張って持っていようと、今でもあまり基本的に変わりません。大部分は、

今のところす ぐそんなに決め付けないで持っていようという層がいちばん多いんです。

25年前あるいは30年前の横浜の状態も全 く同じです。当時は宅地化 したいというほうがも

っと多かったで しょう。あまりにも人「ヨがどんどん増えてきて、あちらこちらで開発をされ、

そのたんびに儲かったという話を聞くものだから、おれも少 しはやろうと。 しかし全部を売

ろうというのは絶対思いません。やはリー部は残 しておきたい、続けていきたい、あるいは

続けなくても少なくとも残 しておきたいというのも強いんです。

だから結局、人間の心の中、あるいは地区でも霜降りになっています。続けたいという人

もおれば、そうでない人 もいます。今でも基本的パターンというのはそんなに変わらないで

す。量の比率が少 し変わるぐらいで、土地に関 してはそういうものです。だから今す ぐお金

にしたい人、お金を稼ぎたい人、それから従来どおりの農業なりなんなりをやりたい人、 し

か し稼ぎたいんだけども、あまり農業を続ける気もない。 しか し稼げるかどうかわからな
い

から、まあしばらく置いておこうと様子を見てみる。だからなんとなく継続 しているけど、

積極的継続でなくて消極的継続で、これがわりあい多 くあります。 しか しその中で現実には

だんだん変化 していくわけで、これが乱開発による都市化という現象です。

それではこういう状態でいったいどうするか。熱市計画法の線引きもなにもないんです。

そういう状態だと、地域的に霜降りだと誰かが売ってしまう。そうすると
パラパラと変なと

ころに変なものができて しまう。それで片や何 もできていない。道路は相変わらず農道かな

んかのままだ。河川も相変わらずのままだから、ちょっとこのへん崖崩れが起きたり、水が

出ればす ぐ溢水 してしまう。あるいは学校とかそういう公共の施設が全然ない。ど
こかとん

でもないほかのところへ通わなければいけないとか、この乱開発が非常に困るんです。

だから開発するのだったら少なくとも計画的に開発 しようということを考えました。それ

でわれわれは線引きもなにもなかったし、今みたいにこんな立派な制度 も支援態勢 もないの

ですから、ないとすればそれを自治体の力でや らなければいけないだろうというので提案 し

たのが港北ニュータウンというものです。

当時、多摩ニュータウンとがあるいは名古屋で非常に有名になっていましたのは春 日井
の

高蔵寺ニュータウン、これは戦後の住宅公団のニュータウンとして大変に有名なも
のです。

しか しそういうニュータウンは、要するに住宅地をつ くるというだけのニュータウンなんで

す。多摩ニュータウンもそうです し、千里ニュータウンもそうです。住宅地を
つくるために

どこかを獲得 して、それを区画整理をするなり、あるいは全面的に買収 してやるなり方式
は

いろいろありますが、要するに全部宅地化 して しまうということなんです。

港北ニュータウンというのはちょっと意味が違うんです。だからニュータウ
ンといっては

いけないのかもしれない。どういうふうに違うのかというと、こちらに新 しい鉄道が引
かれ

るといった場合に、こちらは従来の鉄道がある。ここも従来の鉄道がある。そうすると
その

鉄道の沿線 というのは当然なが ら変えられる。残った土地はもう一触即発です。
これまでど

んどん開発が進んで、比較的土地が安いですから、こういうものをどんどん取り込
んできて
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ノルマを課されています。その当時、年間55,000戸 を建てろというのですから大変なんです。

ですから安そうな土地をみんな狙って買って、そこにバーッとつ くってしまう。周辺には学

校 1つ ないという状態が方々に出ていたわけです。

だから公団の事業は、自分で土地を探 してやりますけども、やりにくくなってきました。

そこで、市がこういうふ うにやってもらいたい、公団が一定の技術力なり資金力なりそうい

う能力を使ってもらいたい、その結果、公団もノルマを果たせる。だから公団にとっても非

常にいいことなんです。

開発面積2550ヘ クタール、計画人口22万 ～23万人ですが、それだけの街をつ くることは、

膨大なる技術屋さんがいります。それで住都公団にお願いして、住都公団も市の援助の下に

区画整理事業を行 うことができますから、皆さんも非常に楽なんです。住宅公団はもちろん

住宅をつくることが目的ですが、 しかし全部これを住都公団が買うわけではありません。一

定の面積を買いましてやる住都公団区画整理という方式です。つまリー定分だけは土地を元

手として持っている。そして地主さんが持っているのもある。それも一緒にして区画整理を

やりましょう。そして市街化するところは市街化 しましょうと。

それではどういうところをどういうふ うにするのかということを具体的に見てみます。こ

れはすったもんだやりましたけれども、大ざっぱに 2つ の地区に分けまして、ここを市街化

しようというのが約半分の1300ヘ クタール、積極的な都市農業をやろうというところは15%

ぐらいでしょう。あと集落やなにか既にあってはっきりしないところが30%ぐ らいあります

が、これはかなり大きいです。それは次にまた考えようということにいたヒ/ま した。一種の

電気分解みたいなもので、宅地化 したい人、農業を続けたいという人とごちゃまぜになって

いる状況で、プラスとマイナスの電極を置いてこういうふうに目的別に土地を集めていく。

ですから土地の交換分合もしました。必要な道路とか必要な公園緑地面積を十分にとってあ

ります。あるいは河川の整備とか学校の整備というものもずっと行われます。少なくともい

ま申し上げた乱開発ではない。それを市民参加でやるということです。地区の土地利用は、

市街化区域のほうが若干多くて54%ぐ らい、そして46%ぐ らいが都市農業をやる予定の地域

とその他のこれからの地域となりました。宅地化農地が中途半端なものになってしまうとい

うのがいちばん困るんです。基盤的なものをどうきちんとつ くるか。これはどうしてもやっ

ておかないと、ただの宅地になったと同じになっては困るんで、やはり宅地にするだけの条

件をきちっと備えさせなければいけない。

港北ニュータウンの場合も、これだけの面積の中で宅地化するための条件をきちんと備え

させるようにしたわけです。あまり居住環境がよくないところをつ くると、言葉が悪いので

すが、そこが一種のスラム化していくんです。

東京の中でもそうなんです。スラムというのはたくさんあります。私は最近、東京の本を

書いたんですが、明治の時代にものすごくスラムがあります。その中のかなりな部分は農地

をそのまま宅地化 した所です。東京の中でも農地があったんです。というのは大名屋敷やな

んかみんな出て しまったでしょう。あの跡を農園にするということを明治のはじめにやるん

です。ですから青山の通 りは桑畑だったんです。あるいは渋谷では松濤茶といってお茶が盛

んで した。いまでも渋谷区には松濤町と名前が残っています。いま見たら全 く住宅地ですけ

れども、いまでもお茶の銘柄が残っています。まあ、この地区はよかったのですが、そのほ
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くというのもひとつのやり方かもしれません。日本でそういう専門家を置 くと、大体浮かさ

れてしまって、あまり言 うことを聞かないかもしれません。ですからわれわれの場合には、

私は企画調整局というのをやっていましたけれども、これは総合調整を全部やっておりまし

た。いろんなものの公共施設の整備 も、全 くこれは全部に関係するんです。

しかし企画調整局というのは窓口を全部引き受けたわけではありません。窓回はそれぞれ

港北ニュータウンの問題は港北ニュータウン建設部です。開発許可の問題は建築局であると

か、区画整理の窓日は都市計画局がやるとか、これはいろいろです。法律の建て前上、一応

分けておかないと、そんなもの全部弓|き受けたらできるわけがない。 しか し、必ずそれが全

部の問題にかかわります。消防の問題だってあります。経済の問題だってあります。お医者

さんがいるかいないかだって問題あります。もちろん河川とか道路、学校 ももちろん問題で

す。そういうものを全部総合調整する。横浜市だけで総合調整できるような、開発関係幹事

会というものを私が組織 して、その全体のとりまとめを企画調整局がやるんです。

ですから横浜市の土地の問題、いまは制度がちょっと変わってしまいましたけれども、私

がやっているときは、僅かに課長以下 5人です。それが横浜市の土地の問題のあらゆる問題

の総合調整をする。港北ニュータウンももちろんそうだし、土地開発もそうだし、区画整理

もそうだし、あるいは公共用地を取得する問題でさえそうです。課長、係長 2人、たくさん

いればできるというものでもなく数人でもできるんです。有能な人間がいれば、そこが窓口

じゃないですから、ただ全体を調整 して、どこが問題かというところを押えておくというこ

とです。信頼関係をどうするか、それから行政の総合化をどうするか。そのためには調整機

関、これももちろん私のは一例として申し上げているので、これが絶対にいいということで

はないんです。その都市の規模とか、その都市の今までのやり方とかいろいろありますから、

答えというのはいろいろあるんです。ただ考えとして、なんらかの一体的に調整できるよう

なものを持っていなければいけないということで、私は実例を、皆さん方は皆さん方の条件

の中で、どうやったらそれがうまくいくか考えてほしいということを申し上げたわけです。

それからあまりうまいことばっかり言 うのもどうかと思 うんです。やはり事実は事実として

言 う。厳 しいことも厳 しいし、そういうことを言わないとだめだと思います。事をそのとき

だけ一段階進めたいためにうまいことを言ってしまったけど、あとから出来なくて弱ってし

まうということがあります。これは信頼関係がきちんとあれば、厳 しいことでも、現代の条

件というものをはっきり言えないとだめです。とにかく何か仕上げるために早 くやれ、あそ

こは問題だから早 くこれでやれということばかりいって、それで功名を焦ってやってしまう

と、あとから問題が起きます。結果的にはいいものが出来ないと思います。

結局、皆さん方はいいものをつ くるということです。いい都市環境をつ くるということで

す。なんでもかんでも事業を行 うというだけではないと思います。事業というのは 1つ の手

法なんです。いい環境をつ くって、ではどうするかというのが皆さん方の基本的な観点にな

る。 しか しそれは行政の都合だけでなくて、地主さんのいろんなこともみながら、現代の動

きを見ながら、その中でどういういいものを共同してきちんとつ くっていくかということを

皆さん方とはっきり話ができるということが必要だと思います。

本当いうと、私は基本的には一にも二にも土地政策だと思います。これが日本が先進国の

中で非常に弱いところです。これだけ土地が野放図な国は先進国ではありません。マッカー

―- 50 -―



―― T9 -―

°
97●ηr量⑦、⑦勇、1ヽn,1宗率,2°準準092ヽ1曇準

'マ

■9ヽヘマΥ準準*印、γマr`
ヽヽ

`⊇
準い9ヽ?｀γヽ?Υ準2蚤力、

“

マ⊇

`ヽ

1`r°γ♀準o?2、へ曇コi取γ2■
'⑦

ら1ヽ7ヽγ

9手〉F縁墓脅平こ■
`P｀
2軍l華,以準〉?事1学■,以

°
手準1ヽ2*甲〉準

`、

γ軍路卑γ

9ヽ1｀、γ手準0繁F,2Crnf準、へ｀準1沼軍いマヽツ〉C肇⑦望いヽ身ヽγ9ヽ1｀コ!9手董
°
9?2

C評マrぃ1マッ■〉準
`2¥軍

いヽ

`ツ
Fl γ?γ

°
手準OW、γ陽いヽγヽ♀〉γ

°
手ユ¥軍

`ヽ

マヽ

`,■
ヽ■2)^■醒晶予υ2)無平彰暉｀η,擢ヨ｀■

'擢
響
｀
η彰准,聘丁

｀
2Q

LOI¥2C黎コ財-2砕γク、γYいマヽへヽγ無彗子と
'1麒
畔マC,0ヽγ碑≧°手準1ヽ20日涎

予¥γ9ヽ192盤―,国ψ解爾°準準OW、γ⑦,酵γワ1ヽ,)。三ri□―マY4ヽ//_ル壬
` 評―[°手準0ヤ、γ¥軍い,7ア4ヽ/`″壬

`評
―E｀
'Pν
子,f-2γ瑠以型軍望国コ1射

°
準準1ヽロマ卑評

話翼,7■9ヽ17ヽ99準
`P孝
饗享

`ヽ

,マGTa〉F2酵γクコ群9?,醒塁
｀
2η町
`コ

!

コン、γ笞ヨ
°
手2γ酵量墓,7rCヽ1?、γ

`日`P、
γ笞]a準10｀、γ準翠哺220γ身,マ

⊇いマヽツ〉)CY、α国予「177⑫2°1ヽ卑f,ヽへ7哺_f/ヽグ鉢2γ身〉準
`P盤
ICΥ子ク耐■

⑦醍墓
｀
マニユfl評慕墓

｀
■Pηf,ヽ1ヽn準lγこ、12η遜餡°手準ヽヽロマみ1ヽ7暴評平ヽヽ2C

〉COユ摯⑦ヽいマヽT平畢ユ、γ⑦9ヽ19η9鉢?CF929尋予η夕
｀
P f19ヤつγヽγ酵

碑慧Fl ri中
｀
新国lヽη擁1ヽ♀k「/コ!騨勁首｀

ηy量でつユ,V働⑦⑦
'コ
騨圏Y'ユ■

`P °
f準輌望
'F箭
ヽヽ

酵ユ

`シ

｀
Q準準のマ90笥いヽうよ0国9留D_ヽ1星P'4r∠rrム準γ準平°準ユマコ

`ヽ

7ヽ

弥ヽい、ヽγtt Pコ!早箭⑦r｀2、へ評7ヽ
'2ヽ
192Q覇秘密γヽ薔暴!,7■

`ヽ

,マツ黎9C野準l士
°
手準0ンアIマ⊇

`ヽ

177しαヽ酵〉準|卜γ‖彰準|ユコタ
｀
9γ。きコ騨一回

「
i重国脅ぐ1ヽヽ1

,2γ酵準い097°9酵ア1ヽA tt η鉢ユυを讐
'｀
?いヘマ9評

｀ヽ
コヽαヽ η tt r｀マγ暑準o

野そ、γ rlっ、γη°
マ1ヽヽ1、γυTC諄ICOこ中つをヽ主ヽこ彗°_ユ27rぃヘマsを、12C彗γヽC孫

予沼軍FIマ,い179手M喜
°
γ暑準fいへFI学fi酵η辞要彙7r`、17、γ⑦nヽ、1、αttP亭

'9 7彰ロコi尋箭⑦r°二2、、寮靡秘騨Fl ⑦
`ヽ

マヽツ■盤↓コ!6年?⑦夕つγヽ評
`r｀
ユC望ュ

1ヽ曇γヽコ|コ゛
準ユf,弊卑蚤ガ92■

`P、
γマTCヽへ79手喜霧予軍野

=1軍
γ♀暑0ヽα手2

°
手2γへヽ卑

'ユ
⑦9`ヽ17ヽ1ヽl Flηヽヽ

ユηη夕彰-2 Cttη 2f,コC解↓ついヽ1ヽ1,2γ酵｀F'2CFコl担箭°手2γ9Υア1サ¥事l
学■°
手半07'沼軍9手イン手μユ窪取

`Υ
γQ不職、γコンコ議97｀2〉黎Fiユ

`夕
η

γヽ■
°
準準07■沼軍い0マ〉へヽ)η孝4J/許

`い
〔ヽ夕酵騨彰―〉↓マ砕日

°
手ユγ97

0要Z｀■2?f,7Q準仝ヽ星マ7日FIWtt Cマ
｀
準1燿鯖回図評平

°
手準6711マr`哺?y

蚤ガ、γ悧り回図,7〉準イヽ2°γ暑準γ
='7γ

導2_。ア
'1担
箭⑦ン
｀
2 1gI翼士,7■

⑦劉薫⑦擢騨¥NV/｀評7°1ヽ7界ツ平1ヽ2COそ?■
`ヽ

マヽ9〉G子⑦,ヽい1｀コ19手董
°_二
2γ979日重γC準

η290｀ユ〉準F'2⑦9ヽ,2こ021a鉢771才暉曇,以γ黎
°_Fユ
γγ Cttη)■判1票2

Cヽ1マυ〉2η〉酵子学r｀■lYγη宰軍コ!―手―γ漁ム⑦OHD⑦詢察⑦シ゛手2γtt C

マa tt C FI、γ離筆

`ヽ

1`2°手2彰裂目pF撃国!,⑦lヽAマ馴迎『°9手醒昌、γy迎ュ馴目
⑦彰↓孝学■2η7軍募⑦単¥冒国利馘嘉蓄YρΥ鉢聘丁』

°
手2イ,幣平1ヽ2?Y子諄諄⑦

T沼璽コligttF'2ヽnc,!碑丁F'製中⑦華当⑦―手一年漁ム｀2中⑦沼禦γ嘗9ヽ17撃璽―手

ヽ
．
．　
　
　
、　
‐
　
　
　
、　
　
　
、



そうすれば住民説得をどうするかというところに話が行くんです。1っいいものができれば、
ああこれならおれたちも、全く同じではないにしてもそういう式のものをやりたいというこ
とになるんです。はじめに変なものが出来てくると、周りの人間からも嫌われます。ああぃ
うものがおれのところに入ってくるんだったらいやだょという反対にもつながります し、地
主さんたちだってあまリヤル気にはならないです。ただ、お金儲けばかりのところだけで言
うと問題があります。地主さんとしてはお金を儲けたいかもしれないが、ゃはり本当にいい
ものをつ くってぉかないとお金儲けにならない。たとぇば私は不動産鑑定士的に言いますと、
環境が悪 くなっているところは一番先に淘汰されます。そうすると地主さんは儲けたみたい
で必ず しも儲けていないんです。短期間に儲けるというのはバブルで皆さん懲りているはず
で、バブル的ではなくて長い日でどうやってつ くっていくかということが問題だと思います。
いずれにしても行政の中での各部門がまず一体になる、あるいは農協等も一体になる。そ
して住民と信頼関係をもって話合いができるということが必要だ し、信頼関係の中で言 うべ

きこともはっきり言っておくということも必要だと思います。その中でどういうものをつ く
るかということを皆さんの知恵で考えていただきたぃと思います。

私は港北ニュータウンという、ちょっと次元が大きすぎるかもしれませんが、似たような
ことを制度 も何もない時期でもある程度はやってきた。 しか し、現在の皆さん方は制度が十
分にあって、多 くの援助を受けているんですから、それを活用 していただきたぃと思います。
これで私の話を終わ らせていただきます。 (拍手 )

(率冬)
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